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第４章 地域別構想 
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 地域別構想の考え方 

 

地域別構想は、全体構想を受け、各地域固有の課題について整備方針を定めるものとする。 

地域の区分は、中学校区や各地域における日常の生活する場を考慮して、市域を８地域に区分した。 
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北部地域 

１．地域の現況 

北部地域は、次のような地域特性により形成される、面積４７７ha の区域である。 

・近鉄喜志駅周辺の交通ターミナル機能・商業機能などが集積する地域拠点。 

・国道１７０号（旧）以東の旧来からの市街地。 

・梅の里などの戸建て住宅を主とする新市街地。 

・市街化調整区域におけるまとまった農地。 

 

１－１．概要 

 
 

●概要 全市に占める割合 

面積（ha） 477 12.0％ 

人口（人） 16,055 13.0％ 

世帯数（世帯） 6,070 13.5％ 

●区域区分・用途地域（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 19 年 3 月現在）

●人口・世帯数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●年齢別人口構成の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国勢調査）

●土地利用現況（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 12 年度都市計画基礎調査）
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１－２．住民意識・意向 

○現状の生活環境の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地域の望ましい将来像（複数回答）   ○主要な都市施策のうち最も重要な施策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○市街化調整区域の土地利用   ○まちなみのルールづくり 
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閑静で落ち着いた雰囲気のまち
大型店舗があり買い物に便利なまち
小さなお店がいくつかあるが、夜は静かなまち
家の近所で働いている人が多く、一日中活気のあるまち
交通の便が良く、道路の整ったまち
並木道や花壇の美しいみどり豊かなまち
身近な森や水辺を守り育てるみどり豊かなまち
田畑や果樹園など農業を身近に感じるまち
近所づきあいの活発な、地域コミュニティの充実したまち
夜でも安全で、健全なまち
その他
不明
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17.4

21.7

22.3
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積極的に、都市的整備・開発を進める
区域を限定して、都市的整備・開発を進める
現状のまま、整備・開発を抑制する
積極的に、農地や山林を保全・育成する
わからない
その他
不明
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不明
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その他 不明
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２．地域別整備方針 

２－１．地域整備の目標 
◎幹線道路の整備と交通ターミナル機能などの都市機能の強化、交通等バリアフリー＊化を図る。 

◎無秩序な市街化の拡大抑制と秩序ある土地利用形成さらに市街化の誘導を図るとともに、沿道サービス施
設などの規制・誘導を検討する。 

◎安全で安心できる市街地の整備、快適で利便性の高い市街地形成のため、生活道路整備に加えて、子ども
や高齢者などの利用しやすい身近な公園整備など、質の高い住宅地環境の保全・誘導をめざす。 

◎優れた自然環境を保全・育成するとともに、公園や河川・緑地など、交流空間の整備・保全を図る。 

２－２．地域整備の方針 

（１）土地利用の方針 
● 国道１７０号（旧）西側の土地利用調整エリアについては、都市的土地利用と自然的土地利用の調整を図る

ことで、個別に無秩序な市街化の拡大抑制と秩序ある土地利用形成及び市街化の誘導を検討する。 
○ 近鉄喜志駅周辺は、ターミナル機能を活かした都市拠点（副核）とし、近隣地域の住民などのための商業集

積地の形成をめざす。 
○ 梅の里地区については、低層戸建て専用住宅地として、良好な住環境を保全する。 
○ 既成市街地＊について、道路などの生活基盤施設の改善などによる住環境の維持・保全をめざす。 

（２）都市施設＊整備方針 
● （主）美原太子線については、踏切部の歩道整備について検討するとともに、歩道のバリアフリー＊化を要

請する。 
● （府）美原太子線の国道１７０号（旧）から大阪外環状線までの延伸区間については、鉄道との横断協議を

含め、整備する。 
○ （都）甲田桜井線については、（府）美原太子線の延伸に伴い、（都）喜志甲田線から（都）富田林太子線ま

で（富田林太子線交差以北）について、計画変更を検討する。 

（３）都市環境整備方針（景観形成、防災・防犯対策、市街地整備、住宅地整備） 
○ 景観形成上重要な近鉄喜志駅周辺やレインボーホール（市民会館）などの公共施設周辺などについては、

地域の“顔”となる景観形成をめざす。 
○ 河内ふるさとのみち＊については、景観形成を重視したみちづくりとして、ルートの現状確認や案内板などの

設置、維持管理を検討する。 
○ 大阪外環状線沿道両側５０ｍ部分については、大阪府の景観形成地域に指定されており、地域にふさわし

い景観をつくりだす。 
● 梅の里地区については、建築協定＊の締結などにより、良好な住宅地景観を保全する。 
● 比較的古くからの住宅が密集する国道１７０号（旧）以東の区域については、生活道路などの整備、建物の

耐震化の促進などにより、住環境の整備や市街地の防災機能の向上をめざす。 

（４）自然環境整備方針 
○ 石川や粟ヶ池共園＊などは身近な水辺環境として活用する。 
○ 美具久留御魂神社の保存樹木＊・保存樹林＊については保存・育成する。また周辺部は、大阪府の自然環

境保全地区に指定されており、自然環境の保全を行うとともに、土砂災害の防止、緩和のため山林の保全
を図る。 

○ 市街化区域＊における生産緑地地区＊については、身近な自然とのふれあい、市街地における防災空間と
しての役割を担うものとして保全する。 

 

 

～幹線道路などの都市の骨格形成と秩序ある 

土地利用形成を図りつつ、身近な生活道路や公園などの 

整備と優れた自然環境の保全をめざす～

北部地域 

「●」の項目は、目標年次である平成 29 年までの 10 年間において、重点的に取り組む都市施
設＊整備事業やソフトな施策などを示す。 
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図 2-2-1  地域整備方針図 
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中部地域 

１．地域の現況 

中部地域は、次のような地域特性により形成される、面積５８１ha の区域である。 

・近鉄富田林駅周辺の交通ターミナル機能・商業機能などが集積する地域拠点。 

・近鉄富田林駅西口周辺の市役所や学校などの行政・教育施設などの集積する地域拠点。 

・大阪外環状線沿いの沿道サービスのエリア。 

・近鉄富田林駅南側の寺内町。 

・国道１７０号（旧）以東の旧来からの市街地と石川沿いの工業団地。 

・緑ヶ丘などの戸建て住宅地。 

・市街化調整区域におけるまとまった農地。 

１－１．概要 

 

●概要 全市に占める割合 

面積（ha） 581 14.7％ 

人口（人） 20,058 16.2％ 

世帯数（世帯） 8,049 18.0％ 

●区域区分・用途地域（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 19 年 3 月現在）

●人口・世帯数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●年齢別人口構成の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（国勢調査）

●土地利用現況（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（平成 12 年度都市計画基礎調査）
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１－２．住民意識・意向 

○現状の生活環境の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地域の望ましい将来像（複数回答）   ○主要な都市施策のうち最も重要な施策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○市街化調整区域の土地利用   ○まちなみのルールづくり 
 
 
 
 
 
 

 

中部地域
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9.214.3 32.7
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4.1

6.8
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交通施設の整備 公園・緑地の整備
下水道・河川の整備 景観形成
防災対策 その他の都市整備
その他 不明
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小さなお店がいくつかあるが、夜は静かなまち
家の近所で働いている人が多く、一日中活気のあるまち
交通の便が良く、道路の整ったまち
並木道や花壇の美しいみどり豊かなまち
身近な森や水辺を守り育てるみどり豊かなまち
田畑や果樹園など農業を身近に感じるまち
近所づきあいの活発な、地域コミュニティの充実したまち
夜でも安全で、健全なまち
その他
不明
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積極的に、農地や山林を保全・育成する
わからない
その他
不明

48.7

48.2

29.4 1.6

1.627.5

11.6

14.3

8.7

8.4

0% 25% 50% 75% 100%

全市

中部

法律に基づいた地域のルールづくりが必要である
法律によらない地域住民同士でのルールづくりが必要である
法規制以上のルールは必要でない
その他
不明
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２．地域別整備方針 

２－１．地域整備の目標 

◎ 中心市街地＊におけるターミナル機能を活かした都市機能の強化、市役所周辺といった公共施設集積地の
形成、交通等バリアフリー＊化を行う。 

◎寺内町における歴史的町並みを保存、修景の推進及び防災機能の向上をめざす。 

◎市営住宅については、建て替え、改善、高齢化対策や安全対策の推進及び住環境の再整備計画を進め
る。 

◎生活道路などが未整備、あるいは比較的古くからの住宅が密集する＊既成市街地においては、安全で安心
できる市街地の整備のため、生活道路整備に加えて、子どもや高齢者などの利用しやすい身近な公園の整
備など、生活環境の改善を進めるとともに、防災機能の向上をめざす。 

◎優れた自然環境を保全・育成するとともに、公園や河川・緑地などの交流空間の整備・保全をめざす。 

２－２．地域整備の方針 

（１）土地利用の方針 
○ 近鉄富田林駅及び富田林西口駅周辺については、ターミナル機能を活かした都市拠点をめざす。 
○ 国道１７０号（旧）東側の区域については、「重要伝統的建造物群保存地区＊」である寺内町では歴史的な

町並みを保存・修景し、既成市街地＊では道路の改善などによる住環境の維持・保全をめざす。 
○ 国道１７０号（旧）西側の土地利用調整エリアについては、都市的土地利用と自然的土地利用の調整をし、

無秩序な市街化の拡大抑制と秩序ある土地利用形成及び市街化の誘導を検討する。 
○ 中小企業団地における操業環境の維持・増進を図る。 

（２）都市施設＊整備方針 
○ 近鉄富田林駅南周辺については、駅前広場整備及び寺内町へのアクセス道路の整備を行う。 
○ （都）甲田桜井線については、（都）富田林太子線までの未整備区間を整備する。 
○ 主要な生活道路については、カーブミラーの設置などにより、道路の交通安全の確保をめざす。 
○ 寺内町については、歴史的な町並みを保存・修景しつつ、地域に合った道路整備手法について検討する。 
○ お亀石古墳・新堂廃寺跡などの遺跡を保全し、歴史学習の場として史跡公園の整備などについて検討す

る。 

（３）都市環境整備方針（景観形成、防災・防犯対策、市街地整備、住宅地整備） 
● 寺内町については、伝統的建造物の修理・修景助成事業や街なみ環境整備事業を行うとともに、防災機能

の向上などをめざす。 
○ 寺内町における「重要伝統的建造物群保存地区＊」を、西側にも拡大する方向で検討するとともに、「都市

再生整備計画＊（富田林駅南地区）」に基づき、地域活動支援やカラー舗装＊などを行う。 
○ 景観形成上重要な近鉄富田林駅・富田林西口駅や市役所などの公共施設周辺については、地域の“顔”と

なる景観形成に取り組む。 
○ 河内ふるさとのみち＊については、景観形成を重視したみちづくりとして、ルートの現状確認や案内板などの

設置・維持管理を検討する。 
○ 大阪外環状線沿道両側５０ｍ部分については、大阪府の景観形成地域に指定されており、地域にふさわし

い景観をつくりだす。 
○ 緑ヶ丘町の一部については、建築協定＊の締結などにより良好な住宅地景観を保全する。 
○ 国道１７０号（旧）東側の既成市街地＊については、生活道路などの整備や建物の耐震化の促進など、住環

境の整備や市街地の防災機能の向上をめざす。 
● 近鉄富田林駅・富田林西口駅周辺については、交通等バリアフリー基本構想＊に基づく基本計画により 

バリアフリー化＊を図る。 
● 近鉄富田林駅南周辺については、「都市再生整備計画＊（富田林駅南地区）」に基づき、市民協働プログラ

ム策定などに取り組む。 
● 市営団地については、高齢化及び安全対策の充実を図るため、建て替え、改善を推進するとともに、住環

境の再整備計画として、公共施設なども含めた整備を検討する。 

（４）自然環境整備方針 
○ 石川などの水辺環境は、水と緑の交流軸として保全及び活用をめざす。 

中部地域 

～中心市街地＊におけるターミナル機能の強化と 

寺内町のさらなる保全・修景の推進をめざす～

「●」の項目は、目標年次である平成 29 年までの 10 年間において、重点的に取り組む都市施
設＊整備事業やソフトな施策などを示す。 
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図 2-2-1  地域整備方針図 
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東部地域 

１．地域の現況 

東部地域は､次のような地域特性により形成される､面積４５７ha の区域である。 

・（府）富田林五条線､（府）甘南備川向線沿い､府営富田林北大伴住宅及び周辺の市街地。 

・楠風台､山手町､かがり台などのまとまった住宅団地。 

・平坦部の農地と丘陵部により構成され､市街化調整区域の農地は農用地区域＊に指定されている。 

・石川の右岸側にあり､石川の支流である佐備川､宇奈田川､千早川が南北に流れる。 

 

１－１．概要 

 

 

●概要 全市に占める割合 

面積（ha） 457 11.5％ 

人口（人） 14,832 12.0％ 

世帯数（世帯） 5,300 11.8％ 

●区域区分・用途地域（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 19 年 3 月現在）

●人口・世帯数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●年齢別人口構成の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(国勢調査)

●土地利用現況（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 12 年度都市計画基礎調査）
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１－２．住民意識・意向 

○現状の生活環境の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地域の望ましい将来像（複数回答）   ○主要な都市施策のうち最も重要な施策 
 
 
. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○市街化調整区域の土地利用   ○まちなみのルールづくり 
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交通施設の整備 公園・緑地の整備
下水道・河川の整備 景観形成
防災対策 その他の都市整備
その他 不明

38.1

32.3

25.7

21.0

70.7

60.2

22.9

25.8

9.9

11.3
3.8

3.4 41.2

52.2

18.9

21.0
9.1

7.0
23.7

19.9 1.1

1.7
1.3

2.2

0% 100% 200% 300%

全市

東部

閑静で落ち着いた雰囲気のまち
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小さなお店がいくつかあるが、夜は静かなまち
家の近所で働いている人が多く、一日中活気のあるまち
交通の便が良く、道路の整ったまち
並木道や花壇の美しいみどり豊かなまち
身近な森や水辺を守り育てるみどり豊かなまち
田畑や果樹園など農業を身近に感じるまち
近所づきあいの活発な、地域コミュニティの充実したまち
夜でも安全で、健全なまち
その他
不明
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２．地域別整備方針 

２－１．地域整備の目標 
◎幹線道路の整備と歩行者の安全確保を進めるとともに、路線バスの運行状況の改善をめざす。 

◎市街地の生活環境及び防災機能の向上をめざし、狭あい＊な生活道路などの改善、公園などによる防災空
間の確保をめざす。 

◎効率的な基盤整備を進めるため、市街地内に介在する農地などの利用転換に対し、計画的な土地利用の
誘導を検討する。 

２－２．地域整備の方針 

（１）土地利用の方針 
● 市街化区域＊周辺部及び国道３０９号沿道の土地利用調整エリアについては、都市的土地利用と自然的土

地利用の調和を図り、無秩序な市街化の拡大抑制と秩序ある土地利用形成及び市街化の誘導を検討す
る。 

● 市営住宅の利活用について検討する。 
○ かがり台、山手町、楠風台の一部については、低層戸建て専用住宅地として、良好な住環境を保全する。 

（２）都市施設＊整備方針 
● 石川から（府）甘南備川向線までの区間の慢性的な交通渋滞の解消を図るため、川西大橋の４車線化を促

進する。 
○ 金剛大橋東詰から川向交差点及び、その周辺の道路改良の方法について検討を進める。 
● 高齢化が進む中、既存の路線バスを中心に、さまざまな交通施策連携による住民の生活の足の確保を図

る。 
○ 街区公園＊など、身近な公園の適切な整備を検討する。 
● 楠風台及び山手町を公共下水道に接続することにより、生活環境の向上、ならびに地域内を流れる河川の

水質保全を進める。その他の地域においても今後の開発動向を踏まえ効率的な下水道の整備を図る。 

（３）都市環境整備方針（景観形成、防災・防犯対策、市街地整備、住宅地整備） 
○ 既成市街地＊における生活道路の改善を図り、防災機能の向上をめざす。 

（４）自然環境整備方針 
○ 石川河川公園の整備に加え、石川支流の親水空間＊の整備及び修景整備を促進する。 
 

東部地域 

～市中心部とのアクセスの向上を図り、 

良好な水辺空間を活かした居住環境の向上をめざす～

「●」の項目は、目標年次である平成 29 年までの 10 年間において、重点的に取り組む都市施
設＊整備事業やソフトな施策などを示す。 
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図 2-2-1  地域整備方針図 
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中南部地域 

１．地域の現況 

中南部地域は､次のような地域特性により形成される､面積７４１ha の区域である。 

・近鉄川西駅･滝谷不動駅周辺の地域拠点。 

・駅や彼方小学校周辺の旧集落地。 

・不動ヶ丘町などのまとまった住宅団地。 

・河岸段丘＊に広がる農地と､嶽山・金胎寺山などの里山＊。 

 

１－１．概要 

 

●概要 全市に占める割合 

面積（ha） 741 18.7％ 

人口（人） 19,887 16.1％ 

世帯数（世帯） 6,787 15.1％ 

●区域区分・用途地域（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 19 年 3 月現在）

●人口・世帯数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●年齢別人口構成の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国勢調査）

●土地利用現況（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 12 年度都市計画基礎調査）

中南部地域 

18.7% 19.1% 17.4%

70.7% 68.5% 67.4%

10.6% 12.5% 15.2%

0%

25%

50%

75%

100%

H7 H12 H17

0～14歳 15～64歳 65歳以上

19,88720,081
18,035

5,716

6,650 6,787

0

10,000

20,000

30,000

H7 H12 H17

人
口

（
人

）

0

2,500

5,000

7,500

10,000

世
帯
数

（
世
帯

）

人口 世帯数

二中高,
12.7

市街化調
整区域,

74.5

近隣商業,
0.3

準住居, 1.6

準工業, 1.9

一住居, 8.0

一中高, 1.0

普通緑地,
4.3

水面, 2.2
その他, 4.8

山林, 32.8

農地, 31.6

市街地,
24.3



 69

１－２．住民意識・意向 

○現状の生活環境の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地域の望ましい将来像（複数回答）   ○主要な都市施策のうち最も重要な施策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○市街化調整区域の土地利用   ○まちなみのルールづくり 
 

中南部地域
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小さなお店がいくつかあるが、夜は静かなまち
家の近所で働いている人が多く、一日中活気のあるまち
交通の便が良く、道路の整ったまち
並木道や花壇の美しいみどり豊かなまち
身近な森や水辺を守り育てるみどり豊かなまち
田畑や果樹園など農業を身近に感じるまち
近所づきあいの活発な、地域コミュニティの充実したまち
夜でも安全で、健全なまち
その他
不明
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２．地域別整備方針 

２－１．地域整備の目標 
◎幹線道路の渋滞緩和と、歩道整備などによる歩行者の安全確保 

◎今後の開発が予想される市街化調整区域内の農地においては、秩序ある土地利用形成をめざし、土地利
用の規制・誘導を検討する。 

◎安全で安心に暮らせるまちづくりのため、既成市街地＊の狭あい＊道路の改善、防災機能の向上をめざすた
め、防災空間の創出を図る。 

◎石川の水辺、嶽山、金胎寺山などの自然を保全するとともに、これらとのふれあうことのできる空間の整備を
めざす。 

２－２．地域整備の方針 

（１）土地利用の方針 
● 大阪外環状線、国道３０９号沿道部や市街化区域＊周辺の土地利用調整エリアにおいては、都市的土地利

用と自然的土地利用の調和を図り、無秩序な市街化の拡大抑制と秩序ある土地利用形成及び市街化の誘
導を検討する。 

○ 近鉄滝谷不動駅周辺及び川西駅周辺については、ターミナル機能を活かした都市拠点（副核）とし、近隣
地域の住民のための商業集積地の形成をめざす。 

○ 農業エリアにおいて、良好な近郊農業地帯としての農業環境の保全・整備を進め、都市と農村との調和のと
れた生産環境整備を検討する。 

（２）都市施設＊整備方針 
● 市内交通の円滑化をめざし、慢性的な渋滞発生地点となっている国道３０９号交差点の改良を促進する。 
○ 瀧谷不動明王寺の参道となっている（府）森屋狭山線への歩道設置を要請する。 

（３）都市環境整備方針（景観形成、防災・防犯対策、市街地整備、住宅地整備） 
● 佐備川及び石川の水質の向上を図るため、地域内の一部において市設置型浄化槽の設置を行う。 
○ 大阪外環状線沿道両側５０ｍ部分については「大阪府景観形成地域」に指定されており、地域にふさわしい

景観をつくりだす。 
○ 嶽山、金胎山周辺部の自然災害発生危険箇所において、土石流＊対策などの災害対策に努める。 
○ 既成市街地＊における生活道路の改善を図り、防災機能の向上をめざす。 
○ 不動ヶ丘地区においては現状の良好な低層住宅地の保全手法を検討する。 

（４）自然環境整備方針 
● 嶽山、金胎寺山などの尾根が連なる地域南部の丘陵地においては、自然環境の保全を図る重要な地域と

して、市民活動団体との協働＊により保全・育成を図る。 
○ 水と緑の交流軸である石川の、親水性＊に配慮した修景整備及び河川整備などを促進する。 
○ 市街化区域＊における生産緑地地区＊については、身近な自然とのふれあい、市街地における防災空間と

しての役割を担うものとして保全する。 

中南部地域 

～既成市街地の生活環境の向上を図るとともに 

歴史、自然などの豊かな地域資源＊を活かしたまちづくりをめざす～

「●」の項目は、目標年次である平成 29 年までの 10 年間において、重点的に取り組む都市施
設＊整備事業やソフトな施策などを示す。 
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図 2-2-1  地域整備方針図 
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東南部地域 

１．地域の現況 

東南部地域は､次のような地域特性により形成される､面積９０８ha の区域である。 

・（府）甘南備川向線の沿道に点在する集落地。 

・農用地区域＊に指定されているまとまりのある農地。 

・嶽山､金胎寺山などの里山＊。 

 

１－１．概要 

 

 

●概要 全市に占める割合 

面積（ha） 908 22.9％ 

人口（人） 3,127 2.5％ 

世帯数（世帯） 723 1.6％ 

●区域区分・用途地域（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 19 年 3 月現在）

●人口・世帯数の推移 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
●年齢別人口構成の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国勢調査）

●土地利用現況（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 12 年度都市計画基礎調査）
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１－２．住民意識・意向 

○現状の生活環境の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地域の望ましい将来像（複数回答）   ○主要な都市施策のうち最も重要な施策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○市街化調整区域の土地利用   ○まちなみのルールづくり 
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小さなお店がいくつかあるが、夜は静かなまち
家の近所で働いている人が多く、一日中活気のあるまち
交通の便が良く、道路の整ったまち
並木道や花壇の美しいみどり豊かなまち
身近な森や水辺を守り育てるみどり豊かなまち
田畑や果樹園など農業を身近に感じるまち
近所づきあいの活発な、地域コミュニティの充実したまち
夜でも安全で、健全なまち
その他
不明
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２．地域別整備方針 

２－１．地域整備の目標 
◎下水道、浄化槽＊の整備により水質の保全を進める。 

◎幹線道路などの災害対策と、歩道整備などによる歩行者の安全確保 

◎集落地の生活基盤の改善を進め、安全で安心できる居住空間の創出をめざす。 

◎地域に広がる農地の保全を図り、良好な近郊農業地域としての育成をめざす。 

◎佐備川の水辺、嶽山、金胎寺山などの自然を保全するとともに、ふれあうことのできる空間の整備をめ
ざす。 

２－２．地域整備の課題と方針 

（１）土地利用の方針 
● 嶽山、金胎寺山などの尾根が連なる地域南部の丘陵地においては、自然環境の保全を図る重要な地域と

して、市民活動団体との協働＊により保全・育成を検討する。 
○ 体験農園など多様な農業の推進と、恵まれた自然環境と歴史的資源を充分に活用し、地域の活性化を検

討する。 

（２）都市施設＊整備方針 
● 地域内の集落は、（府）甘南備川向線に沿って発達しており、地域における本路線の重要度は極めて高い

ものとなっていることから、平常時における安全対策としての歩道設置、避難路＊として機能を確保できる整
備を促進する。 

○ 市外へのアクセスの向上を図るため、市道竜泉１号線の狭小区間の改良をめざす。 
○ （府）森屋狭山線、東阪三日市線など、近隣市町村と結ぶ路線の交通安全対策を促進する。 
○ 当地域から市中心部への移動手段は、自動車やバスなどに限られていることから、幹線道路の整備を促進

するとともに、バスの運行強化を図るなど市民の生活の足の確保を検討する。 

（３）都市環境整備方針（景観形成、防災・防犯対策、市街地整備、住宅地整備） 
● 佐備川及び石川の水質の向上を図るため、地域内において市設置型浄化槽の設置を行う。 
○ 河内ふるさとのみち＊については、市道、生活道路である区間に関して整備を検討する。 
● 現在、設立されている自主防災組織＊の活動のさらなる充実、及び自主防災活動の必要性の啓発により、

組織率の向上を図る。 
○ 集落地における行き止まり、狭あい＊な生活道路の整備改善をめざす。 

（４）自然環境整備方針 
○ 佐備川の水辺などの自然景観を保全するとともに、市民が自然とふれあう空間づくりをめざす。 
○ 龍泉寺、楠妣庵観音寺の貴重な自然や歴史的資源を引き続き保存する。 
○ 嶽山、金胎寺山周辺部の自然災害発生危険箇所において、土石流＊対策などの災害対策を進める。 

 

東南部地域 

～歴史、自然、営農環境との共生を図るとともに、 

地域の生活基盤の充実をめざす～

「●」の項目は、目標年次である平成 29 年までの 10 年間において、重点的に取り組む都市施
設＊整備事業やソフトな施策などを示す。 
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図 2-2-1  地域整備方針図 
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西南部地域 

１．地域の現況 

西南部地域は､次のような地域特性により形成される､面積２６３ha の区域である。 

・南海滝谷駅周辺の交通ターミナル機能･商業機能などが集積する地域拠点。 

・南海高野線沿線や､金剛団地に隣接する旧来からの集落地。 

・金剛伏山台などの戸建て住宅を主とする新市街地。 

・広域公園･広域防災拠点＊である錦織公園。 

 

１－１．概要 

●概要 全市に占める割合 

面積（ha） 263 6.6％ 

人口（人） 7,114 5.7％ 

世帯数（世帯） 2,456 5.5％ 

●区域区分・用途地域（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 19 年 3 月現在）

●人口・世帯数の推移 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●年齢別人口構成の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国勢調査）

●土地利用現況（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 12 年度都市計画基礎調査）
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１－２．住民意識・意向 

○現状の生活環境の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地域の望ましい将来像（複数回答）   ○主要な都市施策のうち最も重要な施策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○市街化調整区域の土地利用   ○まちなみのルールづくり 

西南部地域
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交通施設の整備 公園・緑地の整備
下水道・河川の整備 景観形成
防災対策 その他の都市整備
その他 不明

38.1

40.0

25.7

16.5

18.9

17.6

23.7

17.6

70.7

76.5

22.9

20.0

9.9

10.6
1.2

3.4 41.2

56.5
8.2

7.0

2.4

1.7
1.3

0% 100% 200% 300%

全市

西南部
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小さなお店がいくつかあるが、夜は静かなまち
家の近所で働いている人が多く、一日中活気のあるまち
交通の便が良く、道路の整ったまち
並木道や花壇の美しいみどり豊かなまち
身近な森や水辺を守り育てるみどり豊かなまち
田畑や果樹園など農業を身近に感じるまち
近所づきあいの活発な、地域コミュニティの充実したまち
夜でも安全で、健全なまち
その他
不明
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その他
不明
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２．地域別整備方針 

２－１．地域整備の目標 

◎ 市街化調整区域における農業環境や周辺環境との調和に配慮した、良好な土地利用や居住環境の
改善を検討する。 

◎生活道路や身近な公園などが未整備な既成市街地＊においては、住環境の改善などを進めるとともに、
防災機能の向上をめざす。 

◎交通ターミナル拠点における利便性向上のため、商業の集積や、道路などの生活基盤施設の改善を
めざす。 

◎錦織公園及び周辺部などの自然環境の保全、広域防災拠点＊の機能確保及び親水空間＊・景観など
の保全と活用を促進する。 

２－２．地域整備の課題と方針 

（１）土地利用の方針 
● 南海滝谷駅周辺については、ターミナル機能を活かした都市拠点（副核）とし、住民などのための商業集積

をめざす。また、既成市街地＊については、道路や住環境の維持、保全をめざす。 
○ 丘陵地の金剛伏山台及び伏山聖ヶ丘などについては、低層戸建て専用住宅地として良好な住環境を保全

する。 
○ 地域北東部及び地域西部の土地利用調整エリアについては、都市的土地利用と農地・山林などの自然的

土地利用の調整をすることで、市街化の誘導を検討する。 

（２）都市施設＊整備方針 
○ 廿山、伏山、須賀地区などにおける主要な生活道路については、歩行者の安全な通行と自動車の円滑な

走行を確保するため、路面標示、カーブミラーなどの交通安全施設の設置などを行うことにより、道路の交
通安全の確保をめざす。 

（３）都市環境整備方針（景観形成、防災・防犯対策、市街地整備、住宅地整備） 
○ 景観形成上重要な南海滝谷駅周辺や錦織公園などの公共施設周辺などについては、地域の“顔”となる景

観形成をめざす。 
○ 河内ふるさとのみち＊については、景観形成を重視したみちづくりとして、ルートの現状確認や案内板などの

設置、維持管理を検討する。 
○ 大阪外環状線沿道両側５０ｍ部分については、大阪府の景観形成地域に指定されており、地域にふさわし

い景観をつくりだす。 
○ 丘陵地の金剛伏山台などについては、現在の建築協定＊や緑地協定＊を継続し、良好な住宅地景観を保

全する。 
● 広域防災拠点＊としての錦織公園については、活動スペースの確保や資材の備蓄などを促進する。 
● 生活道路や公園の整備、耐震診断など建物の耐震化の促進、住環境の整備や市街地の防災機能の向上

をめざす。 
○ 市営住宅跡地については、今後は公共施設用地として活用を行う。 

（４）自然環境整備方針 
● 錦織公園については、自然環境の保全と活用を促進する。 
○ 廿山古墳を保存し、歴史学習の場として史跡公園の整備をめざす。 
○ 市街化区域＊における生産緑地地区＊については、身近な自然とのふれあい、市街地における防災空間と

しての役割を担うものとして保全する。 

西南部地域 

～計画的な土地・建築物の規制・誘導と 

良好な自然的環境の保全・活用をめざす～

「●」の項目は、目標年次である平成 29 年までの 10 年間において、重点的に取り組む都市施
設＊整備事業やソフトな施策などを示す。 
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図 2-2-1  地域整備方針図 
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金剛地域 

１．地域の現況 

金剛地域は､次のような地域特性により形成される､面積２８３ha の区域である。 

・南海金剛駅周辺から市役所金剛連絡所までの交通ターミナル機能･商業機能・行政サービス機能が集積

する地域拠点。 

・地域北西部の旧市街地。 

・昭和４０年代前半に計画的に開発された金剛団地。 

・地域西南部の寺池公園。 

 

１－１．概要 

 

 

 

●概要 全市に占める割合 

面積（ha） 283 7.1％ 

人口（人） 23,932 19.3％ 

世帯数（世帯） 9,610 21.4％ 

●区域区分・用途地域（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 19 年 3 月現在）

●人口・世帯数の推移 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●年齢別人口構成の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国勢調査）

●土地利用現況（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 12 年度都市計画基礎調査）
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１－２．住民意識・意向 

○現状の生活環境の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地域の望ましい将来像（複数回答）   ○主要な都市施策のうち最も重要な施策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○市街化調整区域の土地利用   ○まちなみのルールづくり 
 

金剛地域

26.8

24.3

10.6 12.3

4.2

6.3

10.5

7.8

9.310.5 37.4

29.4
4.1

2.9

2.7

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

全市

金剛

交通施設の整備 公園・緑地の整備
下水道・河川の整備 景観形成
防災対策 その他の都市整備
その他 不明

38.1

47.3

25.7

29.7

70.7

76.4

22.9

18.5

9.9

7.3
3.8

3.4 41.2

33.2

18.9

19.5
2.9

7.0
23.7

25.6 1.6

1.7
1.3

0.6

0% 100% 200% 300%

全市

金剛

閑静で落ち着いた雰囲気のまち
大型店舗があり買い物に便利なまち
小さなお店がいくつかあるが、夜は静かなまち
家の近所で働いている人が多く、一日中活気のあるまち
交通の便が良く、道路の整ったまち
並木道や花壇の美しいみどり豊かなまち
身近な森や水辺を守り育てるみどり豊かなまち
田畑や果樹園など農業を身近に感じるまち
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２．地域別整備方針 

２－１．地域整備の目標 

◎ 現在の良好な住環境・景観を保全するとともに、公共空間のバリアフリー＊化の推進、防災などに配慮した公
共空間づくりに取り組む。 

◎既成市街地＊や集落地などにおいては、住環境の改善を進めるとともに、防災機能の向上をめざす。 

◎寺池公園などの自然環境及び親水空間＊・景観などの保全と活用をめざす。 

２－２．地域整備の方針 

（１）土地利用の方針 
○ 南海金剛駅～市役所金剛連絡所周辺については、ターミナル機能を活かした都市拠点（主核）とし、西部

市街地における商業、行政などの各種都市機能などの集積を図る。 
○ 地区北西部の既成市街地＊については、住環境整備や防災機能の向上をめざす。 

（２）都市施設＊整備方針 
○ 都市の骨格となり、災害時における主要な避難路＊ともなる（都）狭山河南線の整備を要請する。 
○ 金剛東地区、五軒家地区からの南海大阪狭山市駅へのアクセス道路については、拡幅、交差点改良など

により整備をめざす。 
● 既設の幹線道路や寺池公園などの公共空間において、防災・防犯的観点からも適切に維持管理するととも

に、高齢者などに配慮した段差解消などのバリアフリー＊化をめざす。 

（３）都市環境整備方針（景観形成、防災・防犯対策、市街地整備、住宅地整備） 
○ 景観形成上重要な南海金剛駅～市役所金剛連絡所周辺の公共施設周辺などについては、地域の“顔”と

なる景観形成を進める。 
○ 河内ふるさとのみち＊については、景観形成を重視したみちづくりとして、ルートの現状確認や案内板などの

設置、維持管理を検討する。 
● 金剛団地における建築協定＊締結地区については、現在の建築協定＊を継続して良好な住宅地景観を保

全するとともに、未締結地区についても、良好な住宅地景観の保全をめざす。 
● 既成市街地＊については、生活道路や公園の整備、耐震診断などの促進、建物の耐震化の促進、住民主

体によるまちづくり、良好な都市景観の形成などにより、住環境の整備や市街地の防災機能の向上をめざ
す。 

○ 南海金剛駅～市役所金剛連絡所周辺については、高齢者、障害者などに配慮したバリアフリー＊化につい
て取り組む。 

○ 市役所金剛連絡所の施設整備については、機能と役割の向上について調査、研究を行う。 

（４）自然環境整備方針 
● 寺池公園などについては、自然環境を保全するとともに、親水空間＊の保全と活用をめざす。 
○ 市街化区域＊における生産緑地地区＊については、身近な自然とのふれあい、市街地における防災空間と

しての役割を担うものとして保全する。 

 

 

金剛地域 

～良好な住環境・景観の保全、安全で安心できる、 

快適な生活環境の確保をめざす～

「●」の項目は、目標年次である平成 29 年までの 10 年間において、重点的に取り組む都市施
設＊整備事業やソフトな施策などを示す。 
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図 2-2-1  地域整備方針図 
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金剛東地域 

１．地域の現況 

金剛東地域は､次のような地域特性により形成される､面積２５６ha の区域である。 

・地域中央部の商業機能･医療福祉施設の集積地。 

・地域の中心の計画的に開発された金剛東団地。 

・地域西南部の明治池公園。 

・地域北部の緩衝緑地＊。 

１－１．概要 

 

 

●概要 全市に占める割合 

面積（ha） 256 6.5％ 

人口（人） 18,832 15.2％ 

世帯数（世帯） 5,839 13.0％ 

●区域区分・用途地域（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 19 年 3 月現在）

●人口・世帯数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●年齢別人口構成の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国勢調査）

●土地利用現況（％） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 12 年度都市計画基礎調査）

金剛東地域 
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１－２．住民意識・意向 

○現状の生活環境の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○地域の望ましい将来像（複数回答）   ○主要な都市施策のうち最も重要な施策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○市街化調整区域の土地利用   ○まちなみのルールづくり 

金剛東地域

26.8

28.7

10.6 12.3

3.4

6.3

6.8

7.8

9.79.7

29.4

35.0 5.1
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1.7
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全市
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交通施設の整備 公園・緑地の整備
下水道・河川の整備 景観形成
防災対策 その他の都市整備
その他 不明
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閑静で落ち着いた雰囲気のまち
大型店舗があり買い物に便利なまち
小さなお店がいくつかあるが、夜は静かなまち
家の近所で働いている人が多く、一日中活気のあるまち
交通の便が良く、道路の整ったまち
並木道や花壇の美しいみどり豊かなまち
身近な森や水辺を守り育てるみどり豊かなまち
田畑や果樹園など農業を身近に感じるまち
近所づきあいの活発な、地域コミュニティの充実したまち
夜でも安全で、健全なまち
その他
不明
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２．地域別整備方針 

２－１．地域整備の目標 

◎ 商業活動の中心などにおける地域拠点としての機能を創出するとともに、地域の“顔”としての魅力ある景観
形成をめざす。 

◎良好な住環境・景観の保全と誘導を図るための地区独自のルールづくりを行う。 

◎明治池公園などの自然環境の保全及び親水空間＊・景観などの保全と活用をめざす。 

２－２．地域整備の方針 

（１）土地利用の方針 
● 商業活動の中心については、都市拠点（副核）として近隣地域の住民などのための店舗、事務所などの商

業集積地の形成を図る。 
○ 北部丘陵地については、大阪木材工場団地との緩衝緑地＊などとして保全する。 

（２）都市施設＊整備方針 
○ 都市の骨格となり、避難路＊ともなる（都）狭山河南線の整備を要請する。 
○ 既設の幹線道路や明治池公園などの公共空間において、防災・防犯の観点からも適切に維持管理するとと

もに、高齢者などに配慮した段差解消などのバリアフリー＊化を検討する。 

（３）都市環境整備方針（景観形成、防災・防犯対策、市街地整備、住宅地整備） 
● 金剛東団地における建築協定＊締結地区については、現在の建築協定＊を継続して良好な住宅地景観を

保全するとともに、未締結地区についても、良好な住宅地景観の保全をめざす。 
○ 金剛東の商業地周辺については、高齢者・障害者などに配慮したバリアフリー＊化について検討する。 

（４）自然環境整備方針 
● 明治池公園などについては、自然環境を保全するとともに、親水空間＊の保全と活用をめざす。 
○ 市街化区域＊における生産緑地地区＊については、身近な自然とのふれあい、市街地における防災空間と

しての役割を担うものとして保全する。 

 

金剛東地域 

～質の高い生活環境の保全と 

安全・安心で、魅力のあるセンター機能の創出をめざす～

「●」の項目は、目標年次である平成 29 年までの 10 年間において、重点的に取り組む都市施
設＊整備事業やソフトな施策などを示す。 



 87

 

 

 

 

 

図 2-2-1  地域整備方針図 
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